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○
産
業
遺
産
を
活
用
し
て
交
流

　人
口
の
拡
大
を

【
提
言
】
歴
史
あ
る
産
業
遺
産

を
含
む
観
光
資
源
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
考
え
を
。

【
市
】
好
間
地
区
に
は
、
幕
末

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
わ

が
国
の
近
代
化
お
よ
び
、
戦
後

復
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
常
磐
炭
鉱
の
盛
衰
を
今
に
伝

え
る
産
業
遺
産
や
、
地
元
に
伝

わ
る
民
話
や
伝
説
な
ど
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
と
も
に
豊
富
な
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
の
中
心
部
に
位

置
し
、
国
道
四
十
九
号
と
常
磐

自
動
車
道
が
交
わ
る
立
地
環
境

な
ど
、
過
去
か
ら
現
在
、
未
来

へ
と
展
望
す
る
上
で
魅
力
あ
ふ

れ
る
地
区
で
す
。

　
市
と
し
て
は
、
い
わ
き
フ
ラ

オ
ン
パ
ク
実
行
委
員
会
や
い
わ

き
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、
情
報
の
発
信
と

と
も
に
、
観
光
資
源
と
し
て
活

用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
、
来
年
の
「
ふ
く
し

ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
の
観
光
素
材
と

し
て
位
置
付
け
る
な
ど
、
さ
ら

な
る
情
報
発
信
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
の
市

制
施
行
五
十
周
年
を
控
え
、
検

討
し
て
い
る
「
（
仮
称
）
い
わ

き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
博
」
の
Ｐ
Ｒ

や
、
平
成
三
十
二
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
見
据
え
「
観
光
都
市
い
わ

き
」
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い

く
た
め
、
中
期
的
な
視
点
で
の

観
光
振
興
に
努
め
、
引
き
続
き

貴
重
な
観
光
資
源
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
好
間
第
三
小
学
校
の
通
学
区

　域
の
拡
大
を

【
提
言
】
通
学
区
域
の
拡
大
な

ど
に
よ
り
、
減
少
し
て
い
る
児

童
数
も
増
え
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
考
え
を
。

【
市
】
市
教
育
委
員
会
で
は
、

少
子
化
の
進
行
な
ど
を
踏
ま
え

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
持
続
的

に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
平
成

二
十
四
年
九
月
に
「
学
校
の
あ

り
方
」
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
子
化
な

ど
に
伴
う
児
童
数
の
減
少
に
対

し
て
は
、
一
学
校
の
通
学
区
域

の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
地

区
の
学
校
の
あ
り
方
と
し
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
適
切
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
好
間
第
三
小
学
校

の
児
童
数
減
少
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
学
校
本
来
の
機
能
確

保
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に
、

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
提
供
す

る
観
点
か
ら
、
今
後
、
好
間
地

区
全
体
の
学
校
の
あ
り
方
と
し

て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

懇
談
会
の
詳
し
い
内
容
は
、

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
（
来
月
掲
載
）
。

好間地区まちづくり懇談会を開催
～安心・安全で自然が輝く調和のとれたまち、好間をめざして～

産業遺産を活用した交流人口の拡大について提案
する参加者

約150人の皆さんが参加した好間地区まちづくり懇談会

　好間地区まちづくり懇談会を７月29日、好間公民館で開催しました。同懇談会では「安心・
安全で自然が輝く調和のとれたまち、好間をめざして」をテーマに、地区住民の皆さん約150人
と、市長・関係部長が意見を交換しました。今月号では、意見交換の一部を紹介します。

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
津
波
被
災
地

区
に
お
い
て
は
、
生
活
や
産
業

の
基
盤
が
大
き
く
損
な
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
再
生
を
図
る
た
め

に
は
、
地
区
と
行
政
と
が
役
割

を
分
担
し
、
復
興
へ
の
努
力
を

共
に
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
地
区
の
復
興
と

将
来
に
向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
目
標
や
進
め
る
べ
き
方

策
を
明
ら
か
に
し
、
地
区
と
行

政
と
が
共
有
す
る
「
復
興
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
主
体

的
な
復
興
・
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
指
針
で
あ
る
と
同
時
に
、
地

区
に
関
わ
る
行
政
施
策
の
指
針

と
し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
区
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る

久
之
浜
・
大
久
地
区
復
興
対
策

協
議
会
は
、
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
策
定
部
会
を
設
置
し
、

昨
年
十
月
か
ら
延
べ
十
五
回
の

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
策
定
部
会
で
は
意
見
交
換
や
、

行
政
も
交
え
て
議
論
・
検
討
を

重
ね
な
が
ら
、
本
年
五
月
に
内

容
を
取
り
ま
と
め
、
七
月
に
市

と
同
協
議
会
は
、
協
働
に
よ
る

復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
久
之
浜
・
大
久
地
区
復
興
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
実
施

主
体
を
「
行
政
」
「
市
民
・
民

間
」
「
協
働
」
に
、
実
施
期
間

を
「
短
期
」
「
中
期
」
「
長

期
」
に
分
け
、
各
テ
ー
マ
ご
と

に
設
け
た
具
体
的
方
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
同
協
議
会
が
地
区
の

推
進
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
市
が
実
施
主
体
に

な
る
も
の
は
、
着
実
な
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
昨
年
七
月
に

発
足
し
た
沿
岸
域
津
波
被
災
地

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り
、

継
続
し
て
地
区
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
現
在
、
沼
ノ
内
・
薄
磯
・
豊

間
地
区
お
よ
び
小
浜
・
岩
間
地

区
の
二
地
区
で
も
、
地
区
の
皆

さ
ん
と
行
政
と
が
協
働
で
復
興

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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○
お
問
い
合
わ
せ

　ふ
る
さ
と
再
生
課

　被
災
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　☎
22
・
7
4
3
7

久
之
浜・大
久
地
区
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
策
定

今
後
の
実
施
に
向
け
て

復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

と
は

久
之
浜
・
大
久
地
区
で
の

策
定
の
経
過

議論を重ねる地区の皆さん

まちづくりの目標

基本理念

　久之浜・大久地区復興グランドデザインでは、まちづく
りの目標、基本理念をそれぞれ設けるとともに、それらに
沿う７つのテーマを定めました。
　今後、「震災復興関係事業の着実な推進による地区基盤
の再生」「復興へ向けた『人』のエネルギーの結集」「地
区資源を有効活用することによる魅力づくり」「『なりわ

い』の再構築による地
区経済の活力創出」
「誰もが安心して健
康・快適に暮らせる定
住環境づくり」という
地区の課題の解決を図
りながら、まちづくり
を推進していきます。

悠久の風がまじわるふるさと 2050
テーマ

① 被災地区の再生 
② 安全・安心の向上 
③ 定住環境づくり 
④ なりわいの確立 
⑤ 自然との共生 
⑥ 文化と個性の継承・創造 
⑦ 人づくり･交流･情報発信

まちを知り　
まちを愛し　
まちを育む　
人づくり

波立海岸の初日の出
はったち


